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１ 取組の概要 

項

目 

活動の様子（写真） 取組の実際 

宣

言 

【階段踊り場の掲示板に宣言項目を掲示】 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これまでも無言掃除の呼びかけを行い、基本的

には話をせずに掃除を行っている。しかし、完

璧には徹底することができていない。そこで、

昨年度に引き続き、環境委員会の活動目標の

中に無言掃除の徹底を掲げることにした。 

・毎年、委員会活動としてペットボトルのキャッ

プ回収を年３回行ってきた。生徒の意識が高

まり、回収個数も年々増えてきたので、環境委

員会のメンバーで、今年も個数ではなく、８０

ｋｇ（昨年より１０ｋｇ増）を目標とすること

に決定した。 

・教室のゴミを減らすために、紙ゴミを片面が再

利用できる紙、両面使用した紙に分別するリ

サイクルボックスを委員会で作成し、各教室

に配布した。 

・日常生活の中で節電・節水につとめてきたの

で、そのことを継続していくことにした。 

行

動 

【集めたﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟの回収風景(昨年 2月)】 

 

 

 

 

 

【キャップのシールはがし･計量】 

 

 

 

 

 

 

 

・過去５年間に集めたキャップを昨年度末にＮ

ＰＯ法人自立応援団に寄贈した。総合計は３

２１ｋｇを越え、後日わざわざ来校され、感謝

状をいただいた。 

 

・ペットボトルのキャップ回収（６月･９月･１

月）にそれぞれ３日間実施。キャップの付けて

あるシールを一つ一つ確認しながらはがして

いった。集計結果はその都度発表し、さらに協

力を呼びかけた。また、保護者や地域の方々か

らも協力していただいている。 
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【環境委員会で無言掃除を呼びかけるポスター

を制作し、教室や廊下に掲示】 

 

【教室内･校内掲示･玄関前】 

 

【ベランダに設置されたコンテナ】 

 

 

 

 

 

 

【トイレットペーパーの芯回収】 

 

 

 

 

 

 

 

【朝の清掃活動】 

・無言掃除を徹底させるために昨年に引き続き、

無言掃除を呼びかけるポスターを環境委員会

全員が一人１枚作成し、廊下や階段、教室のド

アなどに掲示した。また、各クラスの環境委員

が帰りの会などで無言掃除するように呼びか

けて、意識が高まっていった。 

・年３回（６月・９月・２月）美化コンクールを

実施。実施計画は次の通り。環境委員１８名で

採点。 

これまでのコンクールでは各教室ともきれいに

掃除されていて差があまりなかったため、９月

のコンクールでは初日に抜き打ちで行った。そ

の結果、教室は整理整頓され、黒板のミゾ等もき

れいなクラスがほとんどであった。日頃から、掃

除がきちんと行われていることが確認できた。

また、来校された方々からも廊下や階段も隅々

まできれいに掃除がしてあるとの言葉をいただ

いた。 

 

・教室のリサイクルボックスの活用で教室のゴミ

の削減（町ゴミ袋の使用枚数の減少）や紙の無駄

遣いが少なくなってきた。また、１階ベランダに

は分別回収ボックスを設置し、分別が徹底され

ている。 

 

・リサイクル活動として、生徒総会での提案を受

け、各階のトイレに専用の回収箱を設置し、トイ

レットペーパーの芯を集めている。毎月の委員

会時に回収し、資源紙に回した。 

 

・地域への「感謝」の気持ちを表す生徒会の取組の

一つとして、地域ボランティア活動を数年前よ

り継続して実施している。委員会毎にあいさつ

運動と清掃活動を朝７時３０分から８時まで、

校外の道路や公園で行っており、今年は木葉駅

前でも実施した。本校は火、木、金曜の朝は全校

生徒参加のランニングを行っているので、それ

以外の月、水曜に実施している。 

第２回校内美化コンクール計画 
１ 目的 
（１）生徒の美化意識の向上を目指し、快適な環境で学

習できることの喜びを知る。 
（２）ものを大切にする心を育て、身の回りを常に整理

整頓し、清潔に保つ習慣を身につける 
２ 期間 9月１９日（火）～９月２１日（木）帰りの

会後 
３ 場所 ベランダ 

４ 採点項目 以下の項目について○（2点）、△（1点）、×

（0点）で環境委員が評価。 
机・イスの整理（きれいに並んでいる） 

     棚や担当箱の整理ができている 
     教室にゴミが落ちていない 
    黒板や黒板のミゾがきれいになっている 
     ベランダにごみが落ちていない 
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【Ｓタイムでの生徒活動】 ・学校内の不要物の片付け、整理をＳタイムを使っ

て行っている（不定期）。１２月は粗大ゴミ回収

に合わせ、来年度学級増に伴う教室確保のため、

資料室の整理整頓を１、２年生全員で行った。男

子は重い物や大きい物の運搬、女子は窓ふきや

日頃できない細かいところの清掃（大掃除とは

別活動・生徒は自主的に活動）に取り組んだ。 

記

録 

【ペットボトルのキャップ回収の結果表示】 

 

今年度のペットボトルキャップの回収結果 

 ６月 ９月 合計 

１の１ 11.1 11.7 22.8 

１の２ 4.5 4.55 9.05 

２の１ 6.1 5.75 11.85 

２の２ 6.0 7.45 13.45 

３の１ 3.3 5.9 9.2 

３の２ 9.1 5.6 14.7 

合計 40.1 40.95 81.05 

年間目標である８０㎏は２回の回収で達成するこ

とができた。３回目を冬休み明けの１月末に実施

するので呼びかけをしていきたい。 

見

直

し 

【担当箱の整理整頓】 

 

・自主的な活動を増やしていく。（愛校心を育てる） 

・無言清掃の徹底、ペットボトルキャップ回収の状

況には学級差が見られるので、委員会活動を通

して全校で推進していきたい。また、美化コンク

ールの結果を見ても若干学級差があるが、全体

的には各クラスとも掃除の徹底がなされてきて

おり、隅々まで目がいくような掃除、整理整頓を

心がけるようにさせる。 

 

２ 成果と課題 

成 果 課 題 

・委員会の呼びかけで、無言掃除が徹底できるよ 

うになってきている。 

・美化コンクールの結果を見るとすべての教室 

がきれいに掃除、整頓されコンクールではあま  

り差がなく、掃除の徹底ができるようになった。 

・校内、校庭の環境美化がなされ、生徒達は和や 

かな表情で学校生活を過ごし、心の豊かさや思  

いやりの気持ちが育っていると感じられる。 

・今年度ＰＴＡの協力で花壇が増えた。今後は生 

徒会で花壇の整備や植え替えを行っていく。 

・ペットボトルのキャップ回収の呼びかけに協力 

する生徒が増えてきている。また、地域の協力  

も増えてきた。 

・無言掃除は全校での完全徹底がまだ不十分で  

ある。 

・落ち着いた学習活動や生活ができるように、  

自分の担当箱や机の中などすみずみまで常に  

整理整頓させる。 

・様々な活動での学級や生徒一人一人の温度差  

をなくし、学校全体で取り組ませる。 

・不定期に行っている地域の清掃活動、挨拶運  

動を計画、継続的に続ける。 

 


